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い
つ
も
た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
紙
へ
の
ご

意
見
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
質
問
）

　
広
報
紙
に
は
、
再
生
紙
の
マ
ー
ク
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
製
紙
メ
ー

カ
ー
の
古
紙
配
合
率
（
再
生
紙
）
偽
装

問
題
と
関
係
が
あ
り
ま
す
か
。

（
広
報
係
か
ら
の
回
答
）

　
本
市
で
は
、
コ
ピ
ー
用
紙
な
ど
を
購

入
す
る
場
合
、
国
が
定
め
た「
グ
リ
ー
ン

購
入
法（
国
等
に
よ
る
環
境
物
品
等
の

調
達
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
。
以
下
、

法
律
）」
に
基
づ
い
て
、
例
外
を
除
き
す

べ
て
再
生
紙
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
広

報
紙
も
再
生
紙
使
用
の
マ
ー
ク
は
入
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
法

律
に
適
合
し
た
も
の
を
使
用
し
て
き
ま

し
た
。

　
再
生
紙
偽
装
問
題
と
は
、
法
律
に
適

合
し
た
再
生
紙
を
作
る
の
に
、
多
額
の

設
備
投
資
と
大
変
な
作
業
が
必
要
な
た

め
、
製
紙
メ
ー
カ
ー
が
長
年
に
わ
た
っ

て
古
紙
配
合
率
の
表
示
を
偽
装
し
て
い

た
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
法

律
に
適
合
し
た
再
生
紙
は
、
元
々
量
が

少
な
く
、
現
在
、
官
公
庁
な
ど
で
大
量

に
調
達
す
る
こ
と
は
全
国
的
に
難
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市
で

は
、
法
律
に
適
合
し
た
商
品
で
な
く
て

も
購
入
で
き
る
よ
う
に
、
す
で
に
契
約

し
た
内
容
を
変
更
し
、
臨
時
的
に
対
応

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
再
生
紙
の
流
通
状
況
な
ど

を
見
な
が
ら
、
法
律
の
趣
旨
に
基
づ
き
、

環
境
に
配
慮
し
た
製
品
の
調
達
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

あて先
〒857-8585（住所不要）
佐世保市役所秘書課広報係
Eメール  hishok@city.sasebo.lg.jp

　
問
題
の
○
中
に
文
字
を
入
れ
て
く
だ

さ
い
。
答
え
の
ヒ
ン
ト
は
、
紙
面
の
中

に
あ
り
ま
す
。

問
題
①
　
重
点
○
○
○
○
○
○
は
、
総
合

計
画
の
中
で
も
、
市
が
最
も
力
を
入
れ
て

取
り
組
む
べ
き
事
業
を
、
基
本
目
標
ご
と

に
集
約
し
た
も
の
で
、
基
本
目
標
を
牽
引

す
る
役
割
を
担
って
い
ま
す
。

問
題
②
　
○
○
○
○
は
、
福
祉
事
業
、
ご

み
の
収
集
、
道
路
や
学
校
の
整
備
な
ど
、

わ
た
し
た
ち
の
生
活
全
般
に
関
係
す
る

仕
事
を
ま
と
め
た
財
布
で
す
。

問
題
③
　
定
期
の
妊
婦
健
康
診
査
に
か

か
る
費
用
の
○
○
負
担（
妊
娠
健
康
診
査

受
診
券
）の
回
数
を
、
こ
れ
ま
で
の
2
回

か
ら
5
回
に
増
や
し
ま
す
。

　
は
が
き
ま
た
は
E
メ
ー
ル
に
答
え
と

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
広
報

紙
へ
の
ご
意
見
を
書
い
て
、
四
月
二
十

三
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い（
一
人
一

通
）。
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

五
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
発
表
は

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
前
回
の
答
え
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
大
地
震（
3
月
号
3
ペ
ー
ジ
）

②
星（
同
　
ペ
ー
ジ
）

11

③
麻
し
ん
風
し
ん（
同
　
ペ
ー
ジ
）

24

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

※
2
月
号
の
応
募
結
果

【
応
募
総
数
】

　
　
通（
男
　
通
・
女
　
通
・
不
明
1
通
）

118

37

80

　
正
解
　
通
・
不
正
解
6
通
・
無
効
1
通

111

【
応
募
方
法
】

　
ハ
ガ
キ
　
通
・
E
メ
ー
ル
　
通

101

17

19
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こ
の
写
真
は
、
昭
和
　
年
9
月
に
、

28

観
潮
橋（
早
岐
瀬
戸
）の
架
け
替
え
工

事
の
た
め
、
新
し
い
観
潮
橋
の
橋
げ

た
を
船
で
運
搬
し
て
る
様
子
を
、
有

福
町
側
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

　
わ
た
し
の
家
は
、
早
岐
瀬
戸
の
す

ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま
し
た
の
で
、
偶
然

に
も
、
橋
げ
た
を
運
搬
し
て
い
る
船

を
見
掛
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
旧
観
潮
橋
は
、現
観
潮
橋
の
数
十

丿
早
岐
駅
寄
り
に
あ
り
、
わ
た
し
が
、

そ
の
付
近
ま
で
見
物
に
行
く
と
、
す

で
に
、
大
勢
の
人
が
来
て
い
ま
し
た
。

　
旧
観
潮
橋
は
、
手
巻
き
式
の
開
閉

橋
で
、
帆
船
が
通
る
た
び
に
、
番
小

屋
に
い
る
作
業
員
が
橋
の
開
閉
作
業

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
写
真
を
見
る
と
、
そ
の
橋
を

渡
っ
て
、
早
岐
茶
市
に
行
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
の
茶
市
は
、

旧
観
潮
橋
付
近
の
海
岸
沿
い
で
、
盛

ん
に
海
産
物
や
農
産
物
な
ど
が
物
々

交
換
さ
れ
、
海
岸
沿
い
の
岸
壁
に
は
、

多
く
の
船
が
接
岸
し
て
い
た
の
を
今

で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

早
岐
茶
市
・
中
市
の
と
き
に
は
、
当
時

の
小
学
校
は
昼
か
ら
休
み
で
し
た
の

で
、
そ
の
こ
ろ
小
学
生
だ
っ
た
わ
た

し
は
、
毎
年
、
茶
市
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
写
真
は
、
昔
の
わ
た
し
を
思
い

出
さ
せ
て
く
れ
る
大
切
な
写
真
で
す
。

懐
か
し
い
佐
世
保
の
写
真
を
募
集

　
写
真
に
ま
つ
わ
る
お
話
と
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
書
き
、「
思
い

出
の
一
枚
」担
当
あ
て
と
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。
お
借
り
し
た
写
真
は
、

郵
送
で
お
返
し
し
ま
す
。

宮、日宇、金比良、赤崎地区の地域づくり計画
地域福祉活動計画ができました
勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝
　本市では、誰もが安心して暮らせる地域づくり
のため、平成20年度に「地域福祉計画」を作りま
す。現在、この計画の基礎となる「地域福祉活動計
画」を、市内31地区ごとに作成しています。
　このほど、宮、日宇、金比良、赤崎地区の地域福
祉活動計画が完成し、該当地区の各世帯には3月に
配布しました。　
　地区内のさまざまな問題の解決に向けて、地区
の皆さんが考えた「みんなで取り組んでいくこと」
や、住民座談会「地域福祉“お茶の間トーク”」の様
子、地区の歴史、活動団体の紹介など幅広い内容に
なっています。
　この活動計画を通して、地区内の皆さんが、お互
いに支え合いながら、これまでよりも暮らしやすい
地域づくりを進めていただきたいと思います。

冗総務企画課　緯24-1111

葛運搬中の橋げたの
　向こう側にある橋
　が旧観潮橋

観
潮
橋
架
け
替
え
工
事
　
大
宮
町
　
田
中
　
義
朗
さ
ん

※日宇地区地域福祉活動計画11ページ「No.10さつき保育園」
　の記事で、電話番号が「31-6783」とあるのは「33-1239」の
　誤りでした。おわびして訂正いたします。


